
２月は、｢寒の戻り｣にも要注意ですね

１月の末は、日本海側を中心とした大寒波で、福岡市内でも積雪に悩まされる
など、全国的に寒い日が訪れました。２月に入りましたが「寒の戻り」は激し
く、出張から帰り私も風邪で発熱(コロナ感染ではありませんでしたよ)しダウ
ンしてしまいました(汗)。まだ２月も上旬なので、あと１回はどんと寒くなる
日がありそうですし、コートを直し込むのはまだ先になりそうです。
皆様も「油断大敵！」もう少し寒さ対策を整えて、私の様に(汗)体調を崩され
ないように、ご注意くださいませ。
３月になれば春の訪れも感じると思いますが、まだまだ先に感じますね。

★黒木社長：ついに福岡への引っ越しが終わり、福岡市民になりました！最終的にそ
　　　　　　の場所に決めた決め手は聞いていませんが、新居の裏に美味しいとんか
　　　　　　つ屋とラーメン屋、焼肉屋があるのを、大神・田中・松尾は知ってる！

★田中くん：ご好評頂いているこの小話、困ったら田中ネタに逃げていましたが、今
　　　　　　回は驚くほど田中ネタが出てこない････なぜ？････そうです！ここの所
　　　　　　出張続きで会ってない！田中談：仕事してます！ネタ？知らんわ（笑）

★松尾くん：昨年よりゴルフを始め、猛練習？中の松尾君。ついにお客様とのゴルフ
　　　　　　デビューが２月に！！その前に練習ラウンドに行きました。ちょろは無
　　　　　　くなりました。が、ＯＢが････頑張れ！このままじゃまずいぞ！！

今年も
４月２２日(土) 九州第一ゴルフコンペ

皆様お待たせ致しました、九州第一工業主催第一ＫＳ会ゴルフコンペのご
案内です！コロナウイルスの影響も少しづつ緩和され、様々な行事が通常
開催されるまで状況が改善されておりますので、プレー終了後の表彰式も
感染防止対策を十分に行いながら、通常開催の予定で計画しております。
今回も、お一人でも多くの方にご参加頂き、
ご満足頂けるコンペが開催できることを願い
準備を進めて参ります。ご案内は、改めて送
付させて頂きますので、楽しみにお待ちくだ
さい。
※ 組数なども制限がありますので定員になりまし
 　たらお断りする方も出る可能性があります。

この時期

３年ぶり 九州第一工業 新年会九州第一工業
２月１日(水)実に３年ぶり、九州第一
工業の新年会を行う事ができました！
コロナウイルスの感染拡大の煽りを受
け２年間開催を見送りました。
今年も年末に感染者が増えましたが、
皆様からのお言葉にも背中を押して頂
きまして開催させて頂きました。
この様な状況下ではありますが、遠く
九州外からも多くの皆様にお集まり頂
き、大盛況の新年会となりました。いつもお世話になっている、企業の皆様
と一時ではありますが楽しい時間を過ごさせて頂く中で、各企業の皆様同士
で会話が弾む事も多く、本当に有意義な時間となりました。

３年ぶり
恒例あみだくじ大会では、秋田会長、
黒木社長、大神常務の３ＭＣにより、
大変な盛り上がり！特別賞争奪じゃ
んけん大会まで大いに楽しんで頂け
たのではないでしょうか！？(笑)

協力会社の皆様との時間を楽しく過
ごす事ができたのは勿論ですが、皆
様の暖かさに改めて触れさせて頂く
事ができた様に感じております。来
年もご満足頂ける様に頑張ります！
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1月号でお伝えしました(一社)減災サステナブル技術協会主催、防災･減災サ
ステナブル大賞2023に今回もエントリーしたお話ですが、結果発表が行われ、
２年連続での受賞を頂きました！今回は『防災･減災×レジリエンス賞 カン
パニー部門 ジャパン賞【優秀賞】』の受賞です！
昨年は、コロナウイルス感染拡大の影響によりリモートでの表彰式となって
しまいましたが、今年は２月３日(金)東京ビックサイトにて表彰式が開催さ
れると言う事で、会社を代表し大神常務と田中取締役の２名で表彰式に出席
してまいしりました。表彰式当日は、全国から30社を超える企業の方々が出
席されており、芝浦工業大学の増田教授、弘前大学の古屋名誉教授、千葉大
学の浅沼名誉教授より特別講演も行われとても有意義な表彰式でした。
表彰式では、減災サステナブル技術協会の浅沼会長より、表彰状と表彰楯の

授与が行われ、一言挨拶をさせて頂く時間も設けられており、２年連続受
賞のご挨拶をさせて頂く事もできました。
表彰式後の祝賀会は、立食形式の懇親会が行われ、受賞企業間にて様々な
情報交換など行われましたが、今回受賞された企業の皆様から特に注目を
頂いたのは、九州第一工業が実績としている『熊本地震を無傷で耐え抜い
た耐震性』についてでした。東北宮
城県から出席の企業や、信州飛騨高
山から出席の団体など、東日本大震
災や新潟中越地震など、自信被害を
経験された地域からお越しの皆様に
は、直下型地震を無傷で耐え、避難
所として機能した工法というのは、
かなり興味が強かった様で、その関
心度は私たちの想像以上だと感じま
した。
今回の受賞を受け、来年もエントリ
ーして３年連続の受賞を目指す事も
勿論ですが、この様なアワードで認
めて頂いた自社工法を、地震被害を
受けた地域などへ広めて、いざとい
う時にお役立ちができる様に努めて
参ります。

防災･減災×サステナブル大賞
防災･減災×レジリエンス賞 カンパニー部門 ジャパン賞 優秀賞

目指せ！３年連続受賞！

来年は･･･なにで応募しよう(汗)
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